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研究成果の概要：  
 反復経験は日常的な行動を適切に制御するための基礎になる。本研究では，視覚刺激を用い

た目標物の探索課題を反復経験することで獲得される視覚的文脈（目標物とそれ以外の物の空

間的配置の規則性）の学習過程において，学習時の方略（受動的探索と能動的探索）が視覚的

文脈の獲得および利用に及ぼす影響を若齢者と高齢者で比較検討した。その結果，若齢者では

受動的探索が，高齢者では能動的探索が視覚的文脈の獲得を促すこと，獲得された文脈の利用

段階では学習時と異なる方略に切り替えても学習効果は残存することが明らかになった。  
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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：心理学・実験心理学 
キーワード：潜在学習，視覚的文脈，学習方略 
 
１．研究開始当初の背景 
 超高齢化社会を迎えるにあたり，高齢者の
認知機能の維持・回復や様々な生活上の支援
のあり方を視座に入れた研究の重要性が高
まっている。本研究のテーマである「機器操
作の技能習得支援に有用な訓練手法の検討」
は，高齢化社会における高齢者の積極的な社
会参加，生活の質向上につながる重要な課題
といえる。高齢者は若齢者に比べて認知機能
の全般的な低下が認められ，特にエピソード
的記憶は加齢によって著しく影響を受ける

ことが知られている。しかし人間の記憶シス
テムの 1 つである潜在記憶は，比較的その機
能が維持されることが確認されている。本研
究で注目している技能習得とは，手続的知識
の潜在記憶への定着と位置づけられ，潜在記
憶の機能を活かすことにより，高齢者が新た
な技能を獲得，利用できる可能性がある。ま
た，技能習得過程においてどのような学習方
略を与えれば技能習得を効率化できるのか
ということも重要な問題である。同一の訓練
を繰り返し行っても，学習方略が不適切であ
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れば，技能習得レベルの低下や，習得期間の
長期化につながることが考えられるからで
ある。これは記憶術などでも明らかなように
学習者側に帰属される問題である。 
 特定の行動や課題の反復経験は技能習得
の基礎となる。反復経験により，意識的な注
意や手順の想起を伴うことなく一連の行動
が自動化されるようになる。行動の自動化は
潜在記憶の構造的変化によって説明される
（Logan, 1988）。反復経験によって過去に経
験した事例の潜在記憶からの検索可能性が
高められ，経験事例に基づいた適切な行動や
課題遂行が可能になるとされる。これを背景
として，Chun & Jiang（1998）は，左右方
向に 90 度回転させた標的“T”と 4 方向に回
転させた複数の妨害刺激“L”からなる刺激
画面を用いた視覚探索課題（標的“T”の探
索）により，反復経験に伴う探索処理時間の
変化を検討した。彼らの実験から，（1）標的
の位置と妨害刺激の配置が固定されている
OLD 条件（視覚的文脈あり）の探索時間は，
標的位置のみが固定される NEW 条件に比べ
て反復回数に伴って徐々に短縮すること，
（2）課題終了後に行われる OLD 条件で提示
された刺激画面の再認成績がチャンスレベ
ルである（潜在記憶ベースの学習）ことが明
らかになった。  
 また，本研究では学習者の学習方略（ここ
では，刺激画面を能動的に探索するか，受動
的に探索するか）が極めて重要なキーワード
となる。Lleras & von Mühlenen（2004）は，
視覚的文脈学習の生起は，学習者の学習方略
に強く依存することを明らかにしている。彼
らの実験では，学習者が刺激画面全体を“受
動的”に観察する場合と，個々の刺激を“能
動的”に観察する場合とでは，前者の方が学
習効果は大きいことを示した。このことから
も，学習方略の教示の重要性が伺える。  
 以上のことを背景として，本研究では潜在
記憶ベースの学習（潜在学習）と学習方略に
焦点を当て，技能習得支援として適切な訓練
手法の確立に向けた基礎的データの収集を
行った。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題では，高齢者への技能習得支援
に適切な訓練手法を確立するための基礎的
データを収集する。技能習得には行動の自動
化の重要性が指摘されており，本研究では行
動の自動化の基盤となる文脈（反復経験する
状況に内在する規則性や関係性）の獲得とそ
の効率的な利用の各段階に注目し，加齢の影
響を踏まえた学習者の学習特性および効果
的な学習方略を明らかにする。そのために，
本研究課題では以下の 4点について検討した。 
（1） 若齢者における学習方略と潜在学習効

果の相互作用 

 学習方略が潜在学習の発現に影響する
（Lleras & von Mühlenen, 2004）という結
果には，3 つの解釈の可能性が考えられる。
第 1 に，学習者の方略は文脈の獲得段階と利
用段階の両方に影響するという可能性であ
る。第 2 に，学習方略は文脈の獲得段階にの
み影響するという可能性である。そして第 3
に，学習方略は獲得された文脈の利用段階に
影響するという可能性である。先行研究では，
文脈の潜在学習過程について，文脈の獲得と
利用の段階に分けた詳細な議論はなされて
おらず，学習方略が学習過程のどの段階に影
響するのかを明確にする必要がある。  
 
（2） 言語的教示に対する理解状態の客観的

評価 
 学習者に対する方略の教示は，通常言葉に
よって説明される。この言語的教示が学習者
の理解にどのように影響するのかについて
の客観的な評価を一般的な心理物理実験で
行うことは困難である。本研究課題の中心的
なテーマとは逸れるが，言語的教示の妥当性
を客観的に評価する手法を確立する目的で，
近赤外分光法（NIRS）を用いた補足実験を
行った。 
 
（3） 学習方略に即した高齢者の空間的注意

の配分および注意の制御能力 
 （2）に関連し，言語的教示によって学習
者の方略が適切に切り替えられることを示
し た 先 行 研 究 と し て Smilek, Enns, 
Eastwood, & Merikle（2006）が挙げられる。
彼らは若齢者を対象にした視覚探索実験に
おいて受動的探索と能動的探索とでは標的
の探索効率に違いが出ることを示した。一方，
高齢者が同様に異なる方略の切り替えを適
切に行えるかについては検討されていない。
この点を明らかにするために高齢者を対象
とした心理物理実験を行った。 
 
（4） 高齢者における学習方略と潜在学習効

果の相互作用 
 高齢者における潜在学習と学習者の方略
の相互作用について検討する。（1）で明らか
になる若齢者のデータとの比較によって，加
齢による違いの有無について考察する。  
 
３．研究の方法  
 行動の自動化における学習者の学習方略
の役割を検討するにあたり，本研究は視覚的
文脈の潜在学習実験をベースに展開する。そ
の理由として，視覚的文脈の潜在学習パラダ
イムは，（1）古典的な潜在学習実験（人工文
法学習や系列位置学習）と異なり，課題その
ものに学習者の能動的な認知行動（例えば，
標的を探索する）が求められること，（2）実
場面を模した実験（例えば，ATM 操作のよ



 

 

うなタッチパネル仕様の標的探索実験）への
応用可能性が高いことが挙げられる。  
 本研究の実験課題は一貫して視覚探索課
題を用いる。視覚的文脈の潜在学習実験では，
標的および妨害刺激の配置が固定された刺
激画面が複数用意され，個々の固定配置刺激
が実験を通じて反復呈示される（Old 条件）。
さらに別の条件では，標的位置のみを固定し，
妨害刺激の配置は毎回ランダムに変化させ
る（New 条件）。New 条件では，刺激の配置
に関する規則性は含まれないことになる。
New 条件より Old 条件の探索処理時間が短
いという結果は，Old 条件の視覚的文脈が潜
在的に学習されたことの証左とみなされる。 
 
４．研究成果 
 研究目的で挙げた 4 項目のうち，本研究課
題において中心的な 3つの研究の成果は以下
の通りである。  
（1） 若齢者における学習方略と潜在学習効

果の相互作用の検討 
 視覚探索課題に基づく視覚的文脈の潜在
学習パラダイムにより，学習者の方略が視覚
的文脈の獲得段階および利用段階に及ぼす
影響について検討した。まず，第 1 実験では，
受動的探索をさせた条件で文脈の潜在学習
が生起し，能動的探索をさせた条件では学習
は認められず， Lleras & von Mühlenen
（2004）と同様の結果を得た。 
 実験 2は 2 つのセッションで構成されてお
り，学習セッション（ブロック 1 から 10）で
は 1 ブロックにつき 32 種類の固定配置刺激
を呈示した。テストセッション（ブロック 11
から 14）では学習セッションで呈示した固定
配置刺激の半数はそのまま呈示し（Old-Old
条件），残り半数は標的位置のみ固定し，妨
害刺激の配置はブロックごとにランダムに
変化させた（Old-New 条件）。また学習−テス
トのセッションでは探索方略を切り替える
ように教示した。これにより，実験 1 の能動
的探索条件で学習効果が認められなかった
という結果が，文脈の学習そのものが生じて
いない（能動的方略が文脈の獲得を阻害す
る）ことによるのか，学習自体は生じている
が能動的方略が獲得された文脈の利用を阻
害することによるのかを明らかにすること
ができる。実験の結果，テストセッションに
おいて，学習セッションで受動的探索方略を
用いた条件では学習効果が認められた（図 1）
のに対して，能動的探索方略を用いた条件で
は学習効果は認められなかった（図 2）。以上
の結果から，探索方略は文脈の獲得段階に影
響し，受動的探索方略は文脈の獲得を促す効
果があることが明らかになった。また，学習
セッションでは能動的探索を用い，テストセ
ッションでは受動的探索に切り替えても学
習効果が認められなかったことから，能動的

探索方略は文脈の獲得そのものを阻害する
ことが明らかになった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. 学習−テスト時の探索方略の切り替えが
受動的から能動的に変化する場合における探
索時間の変化（若齢者） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 学習−テスト時の探索方略の切り替えが
能動的から受動的に変化する場合における探
索時間の変化（若齢者） 
 
（2） 学習方略に即した高齢者の空間的注意

の配分および注意の制御能力の検討 
 先行研究（Smilek, Enns, Eastwood, & 
Merikle, 2006）に基づいて，視覚探索課題に
おける標的探索が受動的か能動的かという
方略の違いと探索効率の関係について検討
した。非効率的探索処理が生じる刺激条件
（探索刺激の数の増大に伴って，探索処理時
間が長くなる条件）において，若齢者では能
動的探索に比べて受動的探索の方が探索処
理時間は短縮され，探索効率は向上する（探
索刺激数の増大に対する探索処理時間の変
化が小さい）ことが明らかにされている。本
実験では，探索刺激の数を 4 と 6 に設定し，
高齢者を対象に同様の実験を行った。実験の
結果，能動的探索に比べて受動的探索の方が
全体的な探索処理時間は短く，探索刺激数が
4 から 6 に変化したときの探索時間の変化は
受動的探索の方が小さかった（図 3）。このこ
とから，高齢者の場合でも教示された方略に
即した空間的注意の配分および制御は適切



 

 

に行えることが明らかになった。  

図 3. 探索刺激数と探索方略の違いによる探
索時間の変化（高齢者） 
 
（3） 高齢者における学習方略と潜在学習効

果の相互作用の検討 
 実験はブロック構成になっており，学習セ
ッション（Epoch 1 から 4，2 ブロック分の
データをまとめて 1 epoch とした）とテスト
セッション（Epoch 5）ではそれぞれ 1 ブロ
ックにつき 18 種類の固定配置刺激（Old 条
件）と 18 種類のランダム配置刺激（New 条
件）を呈示した。学習セッションとテストセ
ッションでは探索方略を切り替えるように
教示した。その結果，学習セッションで能動
的探索方略を用いた群において視覚的文脈
の学習効果の傾向が見られ，テストセッショ
ンで方略を受動的探索に切り替えても学習
効果は残存した（図 4）。これに対して，学習
セッションで受動的探索方略を用いた群で
は文脈の学習効果は認められず，テストセッ
ションで方略を能動的探索に切り替えても
学習効果は認められなかった（図 5）。以上の
結果は若齢者を対象とした実験結果と対称
的であり，学習者の学習方略が文脈の獲得段
階に及ぼす影響は加齢によって逆転する可
能性が示唆された。 

図 4. 学習−テスト時の探索方略の切り替えが
能動的から受動的に変化する場合における探
索時間の変化（高齢者） 
 

図 5. 学習−テスト時の探索方略の切り替えが
受動的から能動的に変化する場合における探
索時間の変化（高齢者） 
 
 以上の結果から，学習方略は反復経験の事
例を獲得し，潜在記憶に定着させる段階にお
いて重要であることが明らかになった。また，
学習方略による影響は一様ではなく，加齢に
よって劇的に変化する可能性が示唆された。
今後，高齢者に対する技能習得支援の訓練手
法を確立していく上で，学習者への適切な方
略を十分考慮する必要がある。 
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